
                                                                  
 
 

人為的な影響を受けた地域における生物多様性保全  
 

 ITTO / IUCN / JICA 共催イベント 
 

2010 年 6 月 15 日（火） 横浜にて 
 
国際生物多様性年(IYB: International Year of Biodiversity, 2010) の枠組みの下、また

2010 年 10 月に愛知県で開催される第 10 回生物多様性条約締約会議（CBD CoP10）に向

けて、国際熱帯木材機関（ITTO）、国際自然保護連合（IUCN）、独立行政法人 国際協力

機構（JICA）は生産林を含む人為的影響を受けた地域における生物多様性保全について

の公開討論を開催いたします。  
 
今回のイベントの目的:  
 

 熱帯生産林における生物多様性保全のためのITTO/IUCN共同ガイドラインの 

(www.itto.int/en/policypapers_guidelines/ )の普及 
 人為的な影響を受けた地域での生物多様性保全活動の紹介 
 人為的な影響を受けた景観における生物多様性保全のための可能性についての

討論 
 
対象者:  
 

 環境機関、各 NGO 及び専門家 
 
プログラム:  
 

 開会挨拶:  

o エマヌエル・ゼ メカ （ITTO 事務局長） 

o 古田 尚也 （IUCN シニア・プロジェクト・オフィサー） 

o 吉浦 伸二（JICA 横浜センター所長）   

 

 基調講演:  熱帯生産林における生物多様性の保全及び持続可能な利

用ための ITTO/IUCN 共同ガイドライン －                    

ジェフリー・セイヤー ジェームスクック大学(豪) 客員教授 

（CIFOR 前所長、IUCN 森林保全プログラム前ディレクター）  

 

 プレゼンテーション: 森林復旧コンセッション－ インドネシアの報告から –       

イアン・ローランド 熱帯林保全マネジャー 英国鳥類保護

協会（バードライフ・インターナショナル、英国）  

アニ・マルデャストゥティ  ブルング インドネシア会長 

 プレゼンテーション:  SATOYAMA イニシアチブ － 人為的な影響を受けた景

観における生物多様性保全 －   
中尾 文子 国際連合大学高等研究所 研究員  

 

 

http://www.itto.int/en/policypapers_guidelines/


 
 
 討論会:  人為的な影響を受けた地域における生物多様性保全の促

進方法 
 

 閉会挨拶 : 中川 聞夫 （JICA 地球環境部部長） 
 
 

日時・会場: 
 

日時:  2010 年 6 月 15 日（火） 15:00 – 18:00 
(レセプション 18:00 – 19:30) 

 
会場:  JICA 横浜国際センター 4 階 「かもめ」   

〒２３１－０００１ 横浜市中区新港２－３－１  

（２－３－１Shinminato, Naka-ku, Yokohama-city) 
 

http://www.jica.go.jp/yokohama/office/access.html  
 

 
 
 

 
参加申し込み:  

 
参加人数には制限がございます。E-mail にて、氏名、住所、電話番号、団体･機関名、メー

ルアドレスを添えて、お早めにお申し込みください。（担当：中野由紀）: 
 

e-mail: rfm@itto.int     Phone: 045-223-1110    Fax: 045-223-1111 
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